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桃HANA✿が「第1回農産加工勉強会」を開催

坂東地域スマート農業セミナーを開催

HPは
こちら

今年もよろしく
お願いします

12月18日（火），古河市の若手女性農業者グループ「桃

HANA✿」が，資質・知識向上の一環として「第1回農産加工勉強

会」を開催しました。

「桃HANA✿」は自立した運営を目指しており，今回は役員を中

心に自分達で全て計画し，おせち料理にもなっている「八幡巻き」

と「栗きんとん」を作りました。

八幡巻きは，自家栽培しているゴボウ，ニンジン，ホウレンソウをロー

ズポークで巻きました。また，栗きんとんは，自家栽培しているサツマイ

モと市販栗の甘露煮のみで作れるレシピを作成しました。

普及センターでは，今後も女性農業者の資質向上と農業への活発な参入

を支援していきます。

農薬散布ドローンは，農薬コストの削減や散布作業の省力化な

ど，農業分野における新たな可能性が期待されており，日々，高

性能な機種が開発されています。一方で，使用にあたっては，散

布を安全かつ適正に行うための知識や技術が必要とされています。

そこで，12月18日（火），普通作生産者を対象に，坂東地域

スマート農業セミナーを開催しました。茨城スカイテック株式会

社を講師に招き，農薬散布ドローンに関する法令などについて情

について活発な情報交換が行われました。

また，GNSSガイダンスシステムを活用した高精度のナビシス

テムが，作業のムダやムラの削減，人員不足の解消に活用できる

事例を，株式会社トプコンから紹介していただきました。ハンド

ルを付け替えるだけで手持ちの農機が自動操舵できるシステムな

どは，参加者の関心が高く，今後のスマート農業の実現が期待さ

れるセミナーとなりました。

報提供してもらうとともに，生産者が機種を選定する際の参考となるように，3つの機種で散布実演を

行っていただきました。

実演では，圃場に紙を敷き，散布した水滴の落ち方から，機種ごとの飛散の差などを比較しました。

66名の参加者の中には，ドローン導入を予定している生産者もおり，機種の選び方やメンテナンスなど



土壌診断実施日のお知らせ

２月 ７日（木）
２月２１日（木）

明けましておめでとうございます。今年

もよろしくお願いします。

皆様今年の目標は立てられましたか？私

は，さらに皆様にとって読みやすいアグリ

通信を作成することを目標にしたいと思い

ます。 （荘司）

編集後記２月

土づくり推進のため土壌診断を受け付けています。
個人等の農家の方が対象です。

を予定しております。

・実施日は変更になる可能性があります。
・１回の診断では１人あたり５点以内の持ち込みでお願
いします。
・乾燥した土をふるいにかけ，お早めにお持ちください。

今回は，古河市の岩瀬 練（いわせ れん）さんをご紹介します。岩瀬さんは就農4

年目で，ダイコン，キャベツ，ホウレンソウを年間通して市場や道の駅の直売所に

出荷しています。また，あぐり一揆に所属し，活躍されています。

○どうして就農しようと思ったのですか？

先輩が農業をやっていて，以前から楽しそうだと感

じていました。高校卒業後，親戚から後継者がいない

ため，就農しないかという話があり就農しました。

○就農してからの心持ちはどうですか？

農業はつらいというイメージがありましたが，それ

以上にたくさんの魅力も感じています。また，自分で

決めなければならないので，責任も重いですが，一方

で自由度が高いためやりがいがあります。

○今，頑張っていることは何ですか？

品目と面積を増やしました。道の駅での販売は，私が就農してから開拓した販路なので，

これからも拡大したいと思っており，ダイコン，キャベツの作付け面積を増やし，収穫量が

増えるようにしています。

○農業の魅力は何ですか？

屋外での作業が多いため自然を体で感じられることや，体を動かす仕事が多く健康的な生

活になること等が魅力だと思います。また，直売所で野菜を買ってくれたお客さんの喜ぶ顔

を直接見ると嬉しいです。

○これからの目標は何ですか？

今はまだ経営主ではないため，しばらくの間は道の駅等の直売所での販売量を増やしたい

です。また，自分が経営の主になった時にすべてを自分でこなせるように知識と経験を積ん

でいきたいです。

○最後に一言お願いします。

これからも健康的に豊かな生活を送ることができるように，頑張っていきたいと思います。


